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新温泉町広報
－平成23年１月号－

vol.64

１月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　今年は卯年、うさぎ年です。写真は、諸寄にお住まいの熊本吉郎さん（77）が作ったウ
サギの置物です。赤バイをウサギの胴体と頭に見立て、耳はイガイ、前足はタバコニシを
使っています。日本海から採れた貝殻に命を吹き込み、かわいいウサギが生まれました。
ウサギの後方にはサザエのふたの帆を揚げた縁起物の宝船。右端には、昨年の干支トラも
仲良く並んでいます。
　卯年は進歩のある年とされているようです。今年は町民の皆さんも、新温泉のまちも、
ぴょんぴょん跳ね回る元気な年になりますように。



�広報しんおんせん（1月号）

H23（2011）.1.1

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
輝
く
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
は
、
町
政
に
つ
き
ま
し
て
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

人
口
減
少
社
会

　

近
年
、
モ
ノ
か
ら
こ
こ
ろ
へ
と
人
々
の
意
識
が

変
化
し
、
人
と
自
然
の
共
生
や
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
な
ど
心
の
豊
か
さ
を
重
視
す
る
方
向
に
着
実

に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

国
全
体
が
人
口
減
少
社
会
に
入
っ
た
今
、
こ
れ

ま
で
の
成
長
社
会
に
お
け
る
社
会
構
造
や
人
々
の

意
識
に
も
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
等
の
進
展
に
よ
り
、
地
域
の
活
力
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
直
面
す
る
多
く
の

課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
町
長
就
任
後
１
年
間
、

私
は
「
住
民
み
ん
な
の
、
み
ん
な
に
よ
る
、
み
ん

な
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
旗
頭
に
、
将
来
を

見
据
え
、
行
政
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
医
療
、
小
学
校
再
編
、
情
報
通
信
基

盤
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
整
備
な
ど
当
面
の
課
題

で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
・
レ
ス
ボ
ス
島
か
ら
の
便
り

　

昨
年
の
本
町
に
お
け
る
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
は
、

10
月
３
日
（
現
地
時
間
）、
ギ
リ
シ
ャ
・
レ
ス
ボ

ス
島
で
開
催
さ
れ
た
第
9
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ジ
オ

パ
ー
ク
会
議
で
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）」
へ

の
加
盟
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
支
援
を
受
け
、
Ｇ
Ｇ
Ｎ
が
進

め
る
大
地
の
公
園
。〝
町
基
本
構
想
の
１
丁
目
１

番
地
〟
で
あ
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
き
な
喜
び

で
す
。ま

ち
が
元
気
、
人
が
元
気

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
元
年　

新温泉町長　岡 本 英 樹
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「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

住
民
の
皆
様
が
能
動
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、住
民
・

事
業
者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
十
分
に
理
解

し
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
各

種
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
浜
坂
・
温
泉
両

地
域
の
一
体
化
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
着

実
に
進
め
て
い
く
ほ
か
、「
ま
ち
が
元
気
、
人
が

元
気
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
療
・
福
祉
、
安
全
・
安

心
、
産
業
・
雇
用
、
環
境
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
全
て
の
分
野
に
わ
た
り
総
合
的
に
町
政
を

運
営
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
つ
の
課
題
と
政
策

　

私
は
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
世
界
認
定

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
地
域
振
興
や
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

本
年
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
次
の
三
つ
を
中
心

に
地
域
の
自
立
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

①
産
業
振
興
・
雇
用
の
創
出

　

②
若
者
定
住

　

③
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
拡
大

　

ま
ず
、
産
業
振
興
・
雇
用
の
創
出
は
、
町
産
業

活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
で
の
検
討
を
ふ
ま

え
、
水
産
業
の
振
興
、
但
馬
牛
の
増
頭
支
援
や
農

畜
産
業
へ
の
異
業
種
参
入
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
観
光
客
や
交
流
人
、
フ
ァ
ン
レ
ベ
ル
か

ら
段
階
的
に
施
策
を
設
定
し
、
職
と
住
の
確
保
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
雇
用
の
創
出
を
合
わ
せ
て

推
進
し
、
海
、
山
、
温
泉
に
癒
さ
れ
、
こ
こ
ろ
の

通
い
合
う
『
定
住
促
進
町
』
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
住
民
と

行
政
の
参
画
と
協
働
事
業
の
典
型
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
あ
り
、
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
い
ま
す
。
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴
を
活
か
し
、
地
域
の

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
自
然
遺
産
の
保
全
と

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
国
内
は
も
と
よ
り
環
日
本
海
圏
、
さ
ら
に
は

世
界
に
情
報
発
信
し
て
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。２

０
１
１
年
は　
　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
元
年

　

私
は
２
０
１
１
年
を
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
元

年
」
と
位
置
づ
け
、
今
後
と
も
住
民
の
皆
様
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
多
く
の
英
知

を
集
め
、
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
粉
骨
砕
身
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



�

町政のうごきから

広報しんおんせん（1月号）

H23（2011）.1.1

民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

き
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
厚

地
域
福
祉
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員　

　

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
の
中
に
、
児

童
福
祉
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
が
い
ま
す
。
児
童
虐
待
な
ど
子

ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
多
発
す

る
中
、
そ
の
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

◇
任
期　

3
年
（
現
在
の
委
員
の
任
期

は
、
平
成
25
年
11
月
30
日
）

７
つ
の
は
た
ら
き

　

民
生
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
い
つ
も
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
相
談
や
必
要
な
援
助
を
行
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
次
の
７
つ
の
は
た
ら
き
を

基
本
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

①
調
査　

担

当
区
域
内
の

住
民
の
実
態

や
福
祉
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て

日
常
的
に
把

握
し
ま
す
。

②
相
談　

住
民
の
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

③
情
報
提
供　

福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
内
容
を
提
供
し
ま
す
。

④
連
絡
通
報　

住
民
が
個
々
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
役
場
や
施
設
な
ど
に

連
絡
す
る
パ
イ
プ
役
で
す
。

⑤
調
整　

住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
調
整
し
ま
す
。　

⑥
生
活
支
援　

住
民
の
求
め
る
生
活
支

援
活
動
を
自
ら
も
行
い
、
支
援
体
制

を
つ
く
り
ま
す
。　
　

⑦
意
見
具
申　

活
動
を
通
じ
て
得
た
問

題
点
や
改
善
策
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
、
必
要
に
応
じ
て
民
生
児
童
委
員

協
議
会
を
通
じ
、意
見
提
起
し
ま
す
。

活
動
は
多
岐
に
わ
た
る

◆
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　

町
内
の
民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
で
組
織
。
各
地
区
の
状
況
を
把
握

し
た
り
、
課
題
を
共
有
化
し
、
意
見
交

換
し
な
が
ら
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
赤
ち
ゃ
ん
訪
問　

　

児
童
や
妊
産
婦
へ
の
支
援
も
行
っ
て

お
り
、
概
ね
４
ヵ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
子
育
て
支
援

情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
災
害
時
の
助
け
あ
い
支
援

　

災
害
時
に
援
護
が
必
要
な
方
を
把
握

す
る
た
め
、
登
録
名
簿
作
成
に
お
手
伝

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
自
治
会
と
協
力

し
な
が
ら
、
地
域
の
要
支
援
者
へ
の

情
報
提
供
や
安
否
確
認
な
ど
を
行
い
ま

す
。

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

民
生
児

童
委
員
の

声
か
け
で
、

高
齢
者
の

「
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
な

ど
が
行
わ

れ
て
い
ま

す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、
み
ん
な
が
支
え
合
い
、

助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
ん
な
地
域
の
最
前
線
で
、
お
手
伝
い

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

12
月
１
日
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。
新
温
泉
町
で
は
、

49
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
4
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
「
民
生
児
童
委
員
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
（
記
事
中
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
を
「
民
生
児
童
委
員
」
と
表
記
し
ま
す
。）

辞令交付を受け、誓いの言葉を述べる委員

啓発活動にも取り組みます

委員が工夫をこらすいきいきサロン
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新温泉町民生委員・児童委員名簿
氏　　名 住　所 担当区域

問端　俊作 浜坂（京口 1）旭町、京口町、京口１・２丁目
西垣　洋子 浜坂（東町 2）東町１～３丁目、泉町、栄町
森　　隆雄 浜坂（老松町）老松町、新町、八幡町
古川　澄枝 浜坂（門陀町）清水町、本町、中本町、寺町、奥中町、門陀町、柱松町
安本　眞澄 三谷（南町） 緑町、南町、秋葉台
宮口　惠子 浜坂（上六軒）上六軒町、地堂１・２丁目
谷田　初枝 芦屋（宇都野町）宇都野町（5 ～１2 隣保）
上島登美子 芦屋（宇都野町）宇都野町（１～ 4、１3 隣保）
加藤　福子 浜坂（戎崎町）小井津町、下本町、港筋町、戎崎町、浜町、清富
福田　　嗣 浜坂（浜岡町）元堀町、浜岡町
船岡　三郎 浜坂（高見 1）御屋敷町、高見１～３丁目
乙野　右聞 芦　屋 松原町、芦屋
倉田キクエ 田　井 指杭、田井、赤崎、和田
向根　君江 三　尾 三尾
岡田　芳明 二日市 二日市、福富、戸田、三谷
小谷　文惠 栃谷（田君） 若松町、栃谷、田君、七釜、後山（竹田）
中村　友治 古　市 新市、古市、用土
倉内　　晋 対　田 対田、久谷
七理美智子 高　末 高末、正法庵、辺地、藤尾
中村　壽弘 久斗山 境、久斗山
藤田　範一 諸寄（静岡下）静岡上ノ町、静岡下ノ町、北町
仲村　吉則 諸寄（下之町）吉田町、本町、下之町
藤田　昭一 諸寄（川中町）川中町、山根町、釜屋
西川　庄司 諸　寄 奥町
段　　邦子 居組（向町） 向町、中島町、川町、本町
萬谷　嘉惠 居組（向町） 仲町、浜町、往還町、寺町
西村　美幸 浜坂（中本町）主任児童委員（浜坂地域）
濱田　直子 対　田 主任児童委員（浜坂地域）
福井　　緑 春　来 春来
坂本　友一 歌　長 歌長、高山
西村　良一 湯 数久谷、湯（１分団）
阪本美紗子 湯 湯（２分団）
淺野　和永 湯 湯（３分団）
岡田　照男 湯 湯（４分団）・細田
本夛　恵子 竹　田 竹田 ( 後山を除く）
河越眞知子 井　土 井土
井上　博栄 金　屋 今岡金屋

中土井惠美子 熊　谷 熊谷、伊角、桧尾
宮脇千鶴子 多　子 切畑、多子
長谷坂佳子 桐　岡 桐岡、丹土
西澤　優子 中　辻 中辻
山本美江子 塩　山 塩山
中井　陽子 飯　野 飯野
太田さかえ 千　原 あさひヶ丘、千原
坂本　敦子 鐘　尾 鐘尾
大麻　一枝 千　谷 千谷、宮脇
中野　久子 内　山 内山、越坂
尾﨑あけみ 海　上 海上
池成　文男 前 石橋、前
仲島　實子 岸田（田中） 田中、岸田
小幡　静恵 岸田（青下） 青下、霧滝
西村　紀子 多　子 主任児童委員（温泉地域）
重本　靜男 竹　田 主任児童委員（温泉地域）

◆
心
配
ご
と
相
談

　

民
生
児
童
委
員
が
相
談
員
と
な
り
、

悩
み
や
心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

（
役
場
庁
舎
と
す
こ
や
か
～
に
の
２
ヵ

所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
程
は
、
広

報
お
知
ら
せ
版
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

◆
証
明
事
務

　

地
域
や
世
帯
の
こ
と
を
知
っ
て
お
ら

れ
、
生
活
全
般
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
証
明
事
務
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。（
例　

保
育
所
入
所
に

係
る
営
業
証
明
な
ど
）

　

高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
、
障

が
い
児
者
世
帯
な
ど
へ
の
訪
問
を
行
う

な
ど
、
日
常
的
に
見
守
り
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が

救
急
搬
送
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ご
家
族

へ
の
連
絡
調
整
な
ど
の
お
世
話
も
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や

妊
娠
中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
や
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

親
身
な
活
動
、
秘
密
厳
守

　

民
生
児
童
委
員
は
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
親
身
に
な
っ
て
活
動
し
ま
す
。

　

個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
０

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課　

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
を

も
っ
と
身
近
で
魅
力
的
に

　

世
界
ジ
オ
ネ
ッ
ト
加
盟
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
迫
力
あ
る
３
Ｄ
映
像
で
山
陰
海
岸

を
紹
介
し
て
は
ど
う
か
。

②
調
理
室
を
整
備
し
て
、
郷
土
料
理

な
ど
食
か
ら
ジ
オ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

③
２
階
か
ら
の
眺
望
は
天
下
一
品
。

会
場
を
町
民
に
提
供
し
て
ほ
し
い
。

④
展
示
内
容
が
難
し
い
た
め
、
楽
し

み
な
が
ら
学
習
で
き
る
よ
う
ク
イ
ズ

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。
石
の
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
賞
品
に
す
る
な

ど
。            　

     （
50
歳
代　

女
性
）

H23（2011）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

町政のうごきから
―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
3
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
午
後
６
時

の
音
楽
を
午
後
５
時
に

　

湯
村
で
は
午
後
５
時
に
ホ
ー
ム
サ

イ
レ
ン
が
流
れ
る
よ
う
だ
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
６
時
の
音
楽
を

５
時
に
し
て
は
ど
う
か
。

                              （
30
歳
代　

女
性
）

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
（
旧
マ
リ

ン
ポ
ー
チ
）
は
、
利
用
検
討
委
員
会
で

計
画
を
策
定
し
、
平
成
21
年
度
に
施
設

を
大
規
模
に
改
修
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
施
設
面
で
の
変
更
は
難
し
い
で
す

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
毎
日
、
朝

6
時
と
正
午
、
夕
方
6
時
に
、
宅
内
に

あ
る
告
知
放
送
端
末
機
と
温
泉
地
域

内
30
か
所
に
あ
る
屋
外
の
放
送
施
設
で

チ
ャ
イ
ム
放
送
を
流
し
、
生
活
時
間
の

目
安
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
ご

指
摘
い
た
だ
い
た
湯
地
区
の
ホ
ー
ム
サ

イ
レ
ン
に
つ
い
て
は
、
観
光
エ
リ
ア
で

あ
り
、
地
元
か
ら
の
要
請
も
あ
る
こ
と

が
、
サ
ー
ビ
ス
や
活
用
方
法
な
ど
の
ソ

フ
ト
面
で
、
ご
提
案
を
い
た
だ
き
な
が

ら
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

①
２
階
に
あ
っ
た
３
Ｄ
機
器
は
故
障

し
、
ソ
フ
ト
も
古
く
な
っ
て
い
た
た
め

撤
去
し
、
展
示
・
会
議
室
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
の
３
室
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
会

議
室
は
利
用
が
な
い
時
は
、
但
馬
の
見

ど
こ
ろ
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映
し

て
い
ま
す
。

　

②
以
前
の
食
堂
ス
ペ
ー
ス
は
、
子
ど

も
中
心
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
改
修
し
て

お
り
、調
理
室
の
整
備
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

③
２
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
海
を
眺

か
ら
、
防
災
無
線
当
時
か
ら
屋
外
放
送

施
設
で
は
流
し
て
い
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
歌
長
、
竹
田
、
照
来
な
ど
で

は
、
独
自
に
ホ
ー
ム
サ
イ
レ
ン
な
ど
を

流
し
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
す
。

　

夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
放
送
の
時
間
は
、

夕
暮
れ
の
時
間
が
四
季
に
よ
っ
て
少
し

ず
れ
ま
す
が
、
概
ね
6
時
で
あ
れ
ば
四

季
を
問
わ
ず
に
皆
さ
ん
が
聞
き
や
す
い

時
間
と
判
断
し
、
一
年
を
通
じ
て
6
時

に
流
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
夕
方
6
時
の
チ
ャ
イ
ム
を
5

時
に
変
更
す
る
ご
提
案
で
す
が
、
5
時

に
変
更
す
る
と
な
れ
ば
集
落
の
チ
ャ
イ

ム
時
間
と
の
調
整
や
関
係
機
関
と
の
協

議
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
夕
方
6
時
の

放
送
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

現
状
の
ま
ま
放
送
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
５
時
の
放
送
が
必
要
で
あ
る

場
合
は
、
集
落
の
サ
イ
レ
ン
を
活
用
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
長　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
雅
樹
）

め
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
イ
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ゆ
っ
く
り
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

④
ご
指
摘
の
よ
う
に
展
示
内
容
が
学

術
的
で
、
難
し
い
と
の
声
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
ご
提
案
の
「
ク
イ
ズ
」
は

子
ど
も
か
ら
楽
し
め
る
い
い
方
法
な
の

で
、検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

職
員
が
解
説
、
案
内
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
商
工
観
光
課
長　

田
中　

豊
）

展示している石のペーパークラフト
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
隔
月
（
奇
数
月
）

に
そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し

ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま

す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、

編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

廃
校
な
ど
を
利
用
し
て

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

　

廃
校
や
旅
館
な
ど
を
利
用
し
て
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
施
設
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。
仲
間
づ
く
り
が

で
き
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

                            （
浜
坂　

井
上
武
夫
）

　

生
ま
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
、
廃
校
等
を
を
利
用
し
て
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
内
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

２
施
設
で
１
２
０
床
、
介
護
老
人
保
健

施
設
が
１
施
設
で
80
床
あ
り
、
町
内
の

方
の
入
所
が
８
～
９
割
で
す
。
近
隣
市

町
の
施
設
に
も
多
く
の
方
が
入
所
さ
れ

て
い
ま
す
。
施
設
で
は
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
秋
、
七
釜
温
泉
の
空
き
旅
館
を
利

用
し
て
、
認
知
症
対
応
型
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

近
く
新
た
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も

整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。
入
所
の
必
要

性
が
高
い
待
機
者
が
約
30
名
お
ら
れ
ま

す
が
、
幾
分
か
は
改
善
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
介
護
の
必
要
も

な
く
、
健
康
で
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
町
で
は
介
護
予
防

事
業
、
地
域
で
は
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
（
福
祉
課
長　

西
垣
日
出
樹
）

皆
さ
ん
の
提
案
を
い
た
だ
き

  

町
指
定
ゴ
ミ
袋
（
燃
え
る
ご
み
用
）
の
形
が
変
わ
り
ま
す

　

燃
え
る
ご
み
用
の
町
指
定
袋
に
つ
い

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
結
び
や
す

く
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
指
定
袋
の
形
状
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
平
袋
タ
イ
プ

か
ら
結
び
目
を
つ
け
た
タ
イ
プ
に
変
更

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

大
き
さ
（
容
量
）、
価
格
（
大
10
枚

入
り
５
０
０
円
、
小
10
枚
入
り
３
０
０

円
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
タ
イ
プ
の
ご
み
袋
は
、
現
在

の
ご
み
袋
の
在
庫
が
な
く
な
る
１
月
下

旬
に
店
頭
（
取
扱
店
）
に
並
ぶ
予
定
で

す
。
な
お
、
現
在
の
平
袋
も
引
き
続
き

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
の
適
正
な
分
別
と
減
量
化
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　
　

℡
82
‐
5
６
２
１

結び目をつけた
新しいゴミ袋
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。
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新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

町政のうごきから

夢
が
丘
中
野
球
部
が
全
国
大
会
出
場
を
決
め
る　

　
　

打
撃
を
磨
き
、
全
員
野
球
で
初
戦
突
破
を
め
ざ
す

用
土
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
完
成

  　

地
域
住
民
の
交
流
の
場
に　

  

12
月
4
日
竣
工
式　

　

用
土
の
集
会
施
設
「
用
土
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
12
月
４
日
、

地
元
住
民
ら
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造

瓦
ぶ
き
平
屋
建
て
（
延
床
面
積

１
１
６
・
４
２
㎡
）
で
、
24
畳
の
集
会

室
と
６
畳
の
小
会
議
室
、
調
理
室
な

ど
を
備
え
、
玄
関
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
旧
施
設
が
老
朽
化

し
た
た
め
、
今
年
７
月
か
ら
工
事
を
進

め
て
い
た
も
の
で
、
総
事
業
費
は
約

２
２
１
１
万
円
で
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
地
区
住
民
が
見
守
る

中
、
岡
本
町
長
や
西
村
銀
三
町
議
会
副

議
長
、
岡
坂
拓
造
区
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
用
土
地
区
が
指
定
管
理
者

と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
会
議
や
地
区
の
交
流
の

場
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
用
土
地
区
の
発
展
に
活
用
で
き
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夢
が
丘
中
学
校
野
球
部
が
、
11
月

20
・
21
日
に
京
都
市
で
行
わ
れ
た
第
2

回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
近

畿
地
区
予
選
会
・
第
3
回
近
畿
秋
季
少

年
軟
式
野
球
（
新
人
戦
）
大
会
で
３
位

に
入
賞
し
、
３
月
25
日
か
ら
静
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
全
日
本
大
会
に
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

同
野
球
部
は
、
2
年
生
9
人
と
1
年

生
6
人
の
少
数
の
チ
ー
ム
。
そ
の
分

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
で
す
。
冬
期
は

降
雪
な
ど
の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

練
習
が
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
屋
内
で

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
基
礎

練
習
に
な
り
が
ち
で
す
。
不
利
な
練

習
環
境
で
す
が
、
選
手
た
ち
は
い
つ

も
前
向
き
で
す
。

　

坂
本
雄
祐
主
将
は
、「
打
撃
が
課

題
。
実
戦
練
習
が
で
き
な
い
こ
と
に

焦
り
は
あ
る
が
、
冬
の
間
に
基
礎
を

作
り
直
し
た
い
。
大
会
で
は
、
全
員

野
球
で
ま
ず
一
勝
し
た
い
。」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【上】完成した用土ふれあいセンター
【左】テープカットで完成を祝う

全国切符を勝ち取った夢が丘中学校野球部
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浜
坂
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

県
新
人
戦
で
優
勝
！　

　
　
　

               

但
馬
地
区
初
の
快
挙

　

豊
か
な
自
然
や
す
ば
ら
し
い
伝
統
文

化
、
暖
か
い
人
情
な
ど
新
温
泉
町
の
よ

さ
を
盛
り
込
ん
だ
カ
ル
タ
「
ふ
る
さ
と

の
宝
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

但
馬
地
域
教
育
推
進
会
議
新
温
泉
町

小
委
員
会（
栃
尾
美
智
雄
委
員
長
5
人
）

が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
こ
こ
ろ
が
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
準
備
し
て
き
た
も
の
で
す
。
12

月
11
日
に
但
馬
長
寿
の
郷
で
開
催
さ
れ

た
但
馬
地
域
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、原
画
と
と
も
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
カ
ル
タ
は
24
組
。（
１

組
58
枚
）
町
内
8
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
地
元
を
探
索
し
、
発
見
し
た
58
の

〝
宝
物
〟
を
絵
と
文
章
で
表
現
し
て
い

ま
す
。
荒
湯
に
二
十
世
紀
梨
、
上
山
高

原
の
イ
ヌ
ワ
シ
、
麒
麟
獅
子
舞
、
底
引

き
網
漁
、
村
の
お
地
蔵
さ
ま
な
ど
町
の

宝
・
魅
力
が
満
載
で
す
。

　

今
後
は
各
小
学
校
、
公
民
館
な
ど
に

配
布
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
学
習
や
カ
ル
タ

大
会
な
ど
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
カ
ル
タ
を
楽
し
み
な
が

ら
町
全
域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ご
覧
に

な
っ
て
、
新
温
泉
町
の
宝
を
再
発
見
し

て
く
だ
さ
い
。

　

展
示
会
（
カ
ル
タ
と
原
画
展
）

◇
青
少
年
新
春
か
る
た
大
会（
夢
ホ
ー
ル
）

　

1
月
8
日
（
土
）

◇
町
民
セ
ン
タ
ー
農
林
研
修
室

　

1
月
15
日
（
土
）
～
20
日
（
木
）

◇
各
小
学
校
巡
回
展

　

1
月
下
旬
か
ら

　

小学生が発見した「ふるさとの宝」カルタの原画

町
内
８
小
学
校
の
力
を
結
集
し
て

　

地
域
カ
ル
タ
「
ふ
る
さ
と
の
宝
」
が
完
成
！

　

浜
坂
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
12
月

11
・
12
日
に
篠
山
市
で
行
わ
れ
た
第
30

回
兵
庫
県
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

で
初
優
勝
し
ま
し
た
。
同
サ
ッ
カ
ー
部

で
は
も
ち
ろ
ん
、
但
馬
の
中
学
校
で
も

初
の
快
挙
で
す
。

　

10
月
16
・
17
日
に
豊
岡
市
で
行
わ
れ

た
第
32
回
但
馬
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人

大
会
で
優
勝
。
県
下
各
地
区
代
表
16

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
県
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
１
回
戦
青
雲
（
洲
本
市
）
に
５

‐
１
、２
回
戦
山
陽
（
姫
路
市
）
に
7

‐
0
、
準
決
勝
氷
上
（
丹
波
市
）
に
2

‐
0
と
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
東
谷
（
川

西
市
）
と
対
戦
。
延
長
戦
ま
で
戦
っ
て

も
決
着
が
つ
か
ず
、
０
‐
0
で
引
き
分

け
、
両
校
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
２
年
生
９
人
、

１
年
生
８
人
の
17
人
。県
選
抜
メ
ン
バ
ー

に
選
ば
れ
て
い
る
中
山
真
登
主
将
を
中

心
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
で
、
唯

一
の
女
子
部
員
門
脇
志
穂
実
さ
ん
も
レ

ギ
ュ
ラ
ー
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
か
ら
始
ま
る
県
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

（
15
歳
以
下
）
へ
の
出
場
権
も
得
て
お

り
、９
月
ま
で
の
間
、阪
神
間
の
Ｊ
リ
ー

グ
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

と
対
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

稲
葉
浩
和
監
督
は
、「
但
馬
と
阪
神
間

の
チ
ー
ム
と
は
力
の
差
が
あ
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
よ
く
戦
っ
た
。
集
中
力
が

続
き
、
試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
チ
ー
ム

力
が
つ
い
た
。」
と
勝
因
を
分
析
。
中
山

主
将
は
「
体
力
も
精
神
力
も
負
け
な
い

自
信
が
つ
い
た
。
冬
期
に
基
礎
体
力
を

つ
け
、
全
勝
を
め
ざ
し
た
い
。」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

県大会初優勝に輝いた浜坂中学校サッカー部
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ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
の
予
防
を

町政のうごきから

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

◇
流
行
期　

例
年
12
月
～
３
月
下
旬
に

流
行
し
、
１
月
～
３
月
の
間
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。

◇
潜
伏
期
間　

通
常
１
日
～
３
日　
　

　

咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
空
気
中
に

ま
か
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
っ
た
り
、

手
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
に

入
り
感
染
し
ま
す
。

◇
感
染
期
間　

発
病
後
３
日
程
度
ま

で
が
最
も
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
ま

す
。

◇
症
状　

急
激
な
発
熱
（
38
℃
以
上
）、

頭
痛
、
腰
痛
、

筋
肉
痛
、
関
節

痛
、
全
身
倦
怠

感
な
ど
の
全
身

症
状
が
強
く
、

の
ど
の
痛
み
、
咳
な
ど
の
呼
吸
器
症

状
も
あ
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
・
脳
炎
を
起
こ
し
、

命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
予
防
と
対
策

○
普
段
か
ら
十
分
な
睡
眠
・
栄
養
を

と
り
、
水
分
補
給
を
し
っ
か
り
し
ま

し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
も
予
防
で
き

ま
す
。

○
１
時
間
に
１
回
は
室
内
の
換
気
を
行

う
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
ウ
イ
ル
ス
は
湿
気
に
弱
い
た
め
、
室

内
の
湿
度
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。（
冬
期
は
部
屋
の
中
が
乾
燥
し

や
す
い
の
で
特
に
注
意
を
）

○
外
出
か
ら
帰
っ
た
後

は
、
手
洗
い
・
う
が

い
を
し
っ
か
り
し
ま

し
ょ
う
。

○
０
歳
の
子
ど
も

は
、
大
勢
の
人

ご
み
の
中
に
連

れ
て
出
る
こ
と

は
避
け
ま
し
ょ

う
。か

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

▽
早
め
に
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。(

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
発
症
か
ら

48
時
間
以
内
の
使
用
が
有
効
で
す)

▽
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
他
の
人
へ
う

つ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

▽
咳
・
く
し
ゃ
み
は
、
他
人
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
口
を

押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

▽
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
、
水
分
、

栄
養
補
給
を
し
っ
か
り
お
こ
な
い
ま

し
ょ
う
。

▽
暖
か
く
し
て
、
睡
眠
を
十
分
と
り
ま

し
ょ
う
。

予
防
接
種
費
用
の
軽
減

　

生
活
保
護
世
帯
と
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

◇
償
還
払
い　

い
っ
た
ん
接
種
費
用
を

払
っ
た
後
に
、
町
が
払
い
戻
す
方
法

◇
接
種
券
（
無
料
券
）
接
種
す
る
前
に

手
続
き
を
行
う
方
法
（
町
内
の
医
療

機
関
で
の
接
種
に
限
る
。）

※
い
ず
れ
の
手
続
き
も
受
付
は
３
月
31

日
ま
で 

 

今
年
も
流
行
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年

冬
季
に
流
行
を
く
り
か
え
し
、
健
康
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
感
染
症

で
す
。

　

ま
ず
、予
防
を
心
が
け
、日
ご
ろ
か
ら
自
分
で
で
き
る
予
防
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
早
め
の
治
療
と
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
努
力
が
大

切
で
す
。　
　
　

健
康
課
健
康
推
進
係
（
す
こ
や
か
～
に
内
）
℡
99
‐
２
９
４
０

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
流
行
の

兆
し
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
予
防
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
症
状
？

　

感
染
し
て
か
ら

24
～
48
時
間
で
吐

き
気
、
下
痢
、
腹

痛
な
ど
が
お
こ
り

ま
す
。
全
く
症
状
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　居組東港のドック場を行くと、その先にはいつも
小型漁船が舳

へ

先
さき

を並べています。秋の初め、斜路か
ら岩場に沿って歩いていると、カラスノゴマ（烏の
胡麻）の群落に出逢いました。この花はシナノキ科
の一年草で、草丈は 30 ～ 50㎝、葉は円い鋸歯縁で
卵型、葉脇から長い柄を出し、黄色い五弁花を一個
づつ下向きに咲かせています。花の直径は 2㎝、中
心の雌しべを囲んだ 5 本の仮雄しべがよく目立ち
ます。写真では中心の雌しべはもうタネに変わって
いますが、そばの長いのが仮雄しべです。葯

やく

を持っ
た雄しべはとても短く、花粉を受粉させにくいので、
仮雄しべはそれを助け、同時に虫たちに花粉をつけ
て運ばせるという役目も担います。あまり見かけな
い野草ですが、丁度良い環境だったのでしょうか、
ここでは大群落をなしていました。
　初冬になると、葉は落ち、裸となった茎が紅葉し
て、綺麗な草

くさ

紅
もみ

葉
じ

となります。長い朔
さく

果
か

から飛び出
した胡麻のようなタネは、強い海風に吹かれて波間
を漂っていき、何処かでまた新たな群落を作ってい
くことでしょう。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 
カ
ラ
ス
ノ
ゴ
マ

　
　
　
　
（
シ
ナ
ノ
キ
科
）

 野草散歩（１)

兵庫県技能顕功賞おめでとうござます
　町内から 4 名の方が、優れた技能者を表彰
する「県技能顕功賞」に選ばれ、11 月 30 日
に県公館で表彰されました。
　森田耕太郎さん　レコード針組立修理・二日市
　岸 　 信 夫さん　建築大工・井土
　寺 谷 　 進さん　杜氏・飯野
　高 垣 克 正さん　杜氏・千原

の
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
１
～
２
日
続
い
た
後
、
治
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
症
状

が
な
く
な
っ
た
後
も
３
～
７
日
程
は
、

ウ
イ
ル
ス
が
便
中
に
排
泄
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
間
は
注
意
が
必
要
で
す
。

感
染
の
仕
方

▽
食
品
を
扱
う
人
が
感
染
し
て
、
そ
の

人
を
介
し
て
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食

べ
た
場
合

▽
汚
染
さ
れ
た
貝
類
を
、
生
あ
る
い
は

十
分
に
加
熱
し
な
い
で
食
べ
た
場
合

▽
感
染
し
た
人
の
ふ
ん
便
や
お
う
吐
物

か
ら
感
染
し
た
場
合

予
防
方
法
は
？

○
手
洗
い
を
徹
底
し

て
行
い
ま
し
ょ
う

○
食
品
は
十
分
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。

○
調
理
器
具
を
加
熱
消
毒
し
ま
し
ょ

う
。

○
ふ
ん
便
や
お
う
吐
物
の
付
着
し
た
も

の
処
理
す
る
場
合
は
、
ビ
ニ
ー
ル
手

袋
を
用
い
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
２
月
に
策
定
し
た
「
第
２
次
行

財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
効
率
的

な
組
織
の
整
備
や
人
員
配
置
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
11
月
29
日
に
、
職
員
で

組
織
す
る
「
行
政
組
織
検
討
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
第
１
回
会
議
を
行
い
ま
し

た
、。

　

岡
本
町
長
は
、
メ
ン
バ
ー
に
任
命
書

を
交
付
し
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
避
け
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
な
行

政
組
織
を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
み
な
さ
ん
に
期
待
し
て
い
る
。」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
で

は
、
平
成
23
年

度
中
に
組
織
見

直
し
案
を
取
り

ま
と
め
、
町
長

を
本
部
長
と
す

る
行
財
政
改
革

推
進
本
部
に
報

告
す
る
予
定
で
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
課　

行
政
改
革
推
進
係

　
　

℡
82
‐
３
１
１
１

効
率
的
な
組
織
構
築
を
目
指
し
て

庁
内
に
行
政
組
織
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
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加藤文太郎
記念図書館

「1月のおすすめの本」
ご案内

冬の童話
白川道著／ポプラ社

心に傷を持ち孤独に生きてきた、出版社
社長の聖人は、そらという女性と運命の
ように出会った。傷ついた心を持つ二人
はかけがえのない存在として深く愛し合
うが、そらの夢がかなう時、悲しい別れ
がおとずれる…。奇跡のような純愛小説
をどうぞ。

明日への伝言
　安倍朱美著／清流出版

米子市在住の創作人形作家・安倍朱美さ
んは、昭和をテーマにした作品を数多く
発表している。なつかしい昭和の時代の
ぬくもりを伝える作品の数々は、見るも
のを癒

いや

し、人と人との絆を思い出させて
くれる。谷川俊太郎のやさしい詩が添え
られた作品集。

体ぽかぽか！病気にならない免疫パワー
　しょうが 365 日

　若宮寿子監修／泉書房
「しょうが」はとても素晴らしい力を持っ
ています。料理の脇役でありながら、体
を温めて代謝をあげたり、殺菌作用や抗
酸化作用など、さまざまな効果があるこ
とがわかっています。大人気のしょうが
パワーを日々の食卓へいかがですか。

ゆき
シンシア・ライラント編／新樹社

ゆきは子どもたちの心をやさしく包みま
す。あわゆき・ぼたんゆき、いろんなゆ
きで町には素敵な風景が広がります。ゆ
きの中では楽しいことがいっぱいです。
美しい絵とはずむ言葉で満たされた、心
わくわくする白い世界へご招待します。

もうすぐおしょうがつ
西村繁男作／福音館書店

ひろくんとゆうちゃんは、冬休みにおじ
いちゃんたちの家へでかけました。大掃
除を手伝ったり、おもちをついたり、買
い物にもでかけます。いろんなお手伝い
して楽しく過ごすうちに、新しい年が
やってきました。

  おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『くいしんぼうさぎ』他
◆と 　き　1月15日（土）午後2時～

『もりのおくのおちゃかいへ』他
◆と　き　1月29日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　   

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくださ
い。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（1月号） 12

2 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

は休館日

１月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
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広報しんおんせん（1月号）

　
　
　
　

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

三
尾
松
島
か
ら
余
部
に
か
け
て
の
海

岸
は
レ
キ
岩(

石
こ
ろ)

や
凝
灰
岩
の

地
層
（
１
千
万
年
前
）
で
す
。
厚
い
堆た
い

積せ
き

岩
の
岩
壁
は
侵
食
さ
れ
、
切
り
立
っ

た
岩
壁
や
断
崖
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
但た
じ

馬ま

御み

火ほ
の

浦う
ら

」
の
特
徴
の

一
つ
は
洞
門
が
多
い
こ
と
で
す
。
流
紋

岩
（
約
３
百
万
年
前
）
や
玄
武
岩
岩
脈
、

断
層
な
ど
に
沿
っ
て
洞
門
・
洞
窟
が
で

き
て
い
て
、
奥
行
き
が
約
90
ｍ
の
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
。
下し
た

荒あ
ら

、
十
字
、
地

獄
極
楽
、
釣
鐘
洞
門
な
ど
は
二
つ
の
洞

門
が
交
差
し
て
出
来
て
い
ま
す
。
洞
門

は
落
下
し
た
石
こ
ろ
に
よ
っ
て
削
ら
れ

る
た
め
、
水
深
は
波
の
及
ぶ
範
囲
と
な

り
ま
す
。

鋸
岬
の
旭
洞
門
の
よ
う
な
海
面
よ
り

高
い
洞
門
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
海
面

が
今
よ
り
高
い
時
代
の
も
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
水
面
下
の
洞
門
も
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

洞
門
や
波
食
棚
の
地
形
か
ら
波
の
力

や
海
面
の
変
化
な
ど
気
候
や
地
形
の
変

化
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

三
尾
か
ら
岬
に
か
け
て
の
地
層

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ⑧

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
？

　
　

Ｃ
さ
ん
（
30
歳
）
女
性

　

生
活
費
が
足
り
ず
困
っ
て
い
る
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
枠

は
限
度
額
い
っ
ぱ
い
借
り
て
い
る
た
め
、

も
う
ほ
か
に
借
り
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

携
帯
サ
イ
ト
で
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
現
金
化
」
と
い
う
言
葉
が
目
に
つ
き

メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
た
。
サ
イ
ト
の

現
金
化
業
者
か
ら
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
70
万
円

で
購
入
し
て
く
れ
た
ら
、
50
万
円
を
振

り
込
む
」
と
説
明
さ
れ
、
銀
行
口
座
や

住
所
、
氏
名
を
添
え
て
申
し
込
ん
だ
。

　

現
金
化
業
者
か
ら
現
金
50
万
円
が
振
り

込
ま
れ
た
。ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
お
も
ち
ゃ

で
価
値
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

カ
ー
ド
会
社
か
ら
70
万
円
の
請
求
が

来
た
。
支
払
え
な
い
。

新
た
な
借
金
が
増
え
ま
す

　

手
元
に
残
る
の
は
、
価
値
の
な
い
ア

ク
セ
サ
リ
ー
と
現
金
50
万
円
、
カ
ー
ド

会
社
へ
の
返
済
70
万
円
。

　

差
額
の
20
万
円
を
借
金
の
利
息
と
し

て
考
え
る
と
、
そ
の
利
率
は
膨
大
な
も

の
に
な
り
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲釣鐘洞門
▲レキ岩に貫入した岩脈

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
カ
ー

ド
会
社
と
の
契
約
違
反
で
あ
り
、
カ
ー

ド
が
利
用
停
止
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

カ
ー
ド
会
社
に
対
す
る
詐
欺
に
あ
た
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

絶
対
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金

化
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
「
お
か
し
い
な
・
困
っ
た
な
」
と
思
っ

た
ら
お
早
め
に
『
消
費
生
活
相
談
室
』

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　



14

H23（2011）.1.1

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 22 年 12 月 15 日現在

広報しんおんせん（1月号）

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

二日市 1・2 号線舗装
新設工事 二日市

アスファルト舗装　面積
6,957 ㎡　 延 長 1,436m　
幅員 2 ～ 6m

35,700,000 平成 22 年 11 月 26 日
～平成 23 年 3 月 20 日 株本建設工業㈱

（平成 22年 11月 16日～平成 22年 12月 15日契約分）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

新卒応援ハローワークがオープン
　大学生や短大生などの就活を応援する窓口がで
きました。お気軽に利用ください。
◇神戸  新卒応援ハローワーク
　神戸市中央区東川崎町 1-1-3　神戸クリスタル

タワー 12 階　℡（078）351 ‐ 3371
　10：00 ～ 19：00（土日祝日休み）
◇三宮  新卒応援ハローワーク
　神戸市中央区小野柄通 7-1-1　日本生命三宮駅

前ビル 11 階　℡（078）231 ‐ 8605
　10：00 ～ 19：00（土日祝日休み）
◇利用できる人
　大学、短大、高等専門学校、専修学校の卒業年
次の在学生と卒業後３年以内の既卒者
◇支援メニュー
　全国の求人・企業情報の検索
　応募書類添削や面接対策など専門職員との相談
　合同就職面接会などの情報提供　　など

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈱メフォス山陰営業所 調理業務 不問 137 ～ 154
㈱第一食品 調理 59以下 165 ～ 265
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 215
看護補助 不問 133 ～ 138

㈱大上建設 土 木 施 工
管理技師 59以下 250 ～ 300

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 125
やすこ歯科医院 歯科衛生士 39 以下 160 ～ 170
㈲山米鮮魚 ホームページ作成 35 以下 135 ～ 200
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 270 ～ 300

㈱隆栄水産
調理師 不問 270 ～ 300
ウ ェ イ タ ー・
ウェイトレス 不問 127 ～ 170

㈲岡市組 土木作業員 不問 154 ～ 198
㈱円山菓寮 工場製造管理 不問 150 ～ 270
Ｔ・Ｍ産業㈱ 縫製員 不問 128 ～ 300

（温泉地域）
全但タクシー㈱ 自動車運転手 不問 122 ～ 127
総本家　栃泉 販売 不問 129 ～ 140
㈱井筒屋 案内係 60 以下 154 ～ 179

㈱寿荘 事務員 59 以下 150 ～ 170
客室係 不問 198 ～ 286

㈱朝野家 営業係 59 以下 140 ～ 150
予約係 不問 140 ～ 150

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176

医療法人良和会湯村温泉病院 正看護師 不問 160 ～ 185
准看護師 不問 153 ～ 168

㈲山村工務店 土木技術者 不問 180 ～ 230
ビーライン 旅館客室係 不問 150 ～ 250
富士綜合警備保障㈱ 警備員 18 以上 176
㈱ワークステーション 旅 館 サ ー ビ

ススタッフ 不問 153 ～ 170
社会福祉法人新温泉町
社会福祉協議会

介 護 支 援 専
門員 不問 160 ～ 168

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 食品全般 不問 750 ～ 1,000

レジ係 不問 750 ～ 850
㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000

フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
㈱隆栄水産 ウ ェ イ タ ー・

ウェイトレス 不問 800 ～ 950
㈱ナカケー レジ業務 不問 800 ～ 950
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 不問 740 ～ 750

（温泉地域）
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800 ～ 1,000

ナイトフロント 不問 1,000

㈱井筒屋
インターネ
ット担当 不問 875 ～ 950
朝食係 不問 850
料飲係 不問 950

夢夢
フロアスタッフ

18 以上
1,200 ～ 2,000

カウンター
スタッフ 750 ～ 1,200

医療法人良和会湯村温泉病院 正看護師 不問 1,200 ～ 1,400
准看護師 不問 1,200 ～ 1,400

ケービックス㈱ クリーンクルー 不問 735 ～ 800
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ　
　
　
　

―

農
業
委
員
会
情
報
№
59

　
　
　

   

農
業
を
守
る
た
め
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
に
反
対
！

広報しんおんせん（1月号）

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

★ 

栗
き
ん
と
ん

  ◆ 材   料
（栗の甘露煮）
・栗・・・・・・600g
・砂糖・・・・・200g
・みりん・大さじ 3 ～ 4
・塩・・・・・・少々
・クチナシの実・２個

・さつまいも・・400g
・砂糖・・・・・200g
・塩・・・小さじ 1/2
・みりん・・・・適量

▼
作
り
方

①
栗
の
甘
露
煮
を
作
る
。
栗
は
外
皮
、

渋
皮
を
む
き
、
た
っ
ぷ
り
の
水
に
ク

チ
ナ
シ
の
実
を
き
ざ
ん
で
入
れ
、
黄

色
が
つ
く
ま
で
煮
る
。

②
鍋
に
水
２
カ
ッ
プ
と
砂
糖
、
み
り

ん
、
塩
を
入
れ
、
①
の
栗
を
並
べ
て

弱
火
で
20
分
程
煮
る
。

③
さ
つ
ま
い
も
は
皮
を
む
き
、
５
㎜

の
薄
切
り
に
し
て
30
分
水
に
さ
ら
し

た
後
、
や
わ
ら
か
く
ゆ
で
、
熱
い
う

ち
に
裏
ご
し
す
る
。

④
さ
つ
ま
い
も
に
砂
糖
と
栗
の
煮
汁
、

塩
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
ね
っ
と
り

す
る
ま
で
練
り
上
げ
る
。
仕
上
に
み

り
ん
を
入
れ
て
つ
や
を
出
し
、
栗
と

軽
く
混
ぜ
て
お
く
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
ご
家
族
お

揃
い
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
農
業
政
策
も
大
き
く
変
わ

り
る
中
で
、
本
町
農
業
へ
の
マ
イ
ナ
ス

影
響
や
近
年
の
地
球
を
取
り
巻
く
環
境

悪
化
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
そ
の
地
球
温

暖
化
、
異
常
気
象
の
影
響
で
昨
年
は
、

当
町
農
業
の
主
体
で
あ
る
水
稲
は
様
々

な
障
害
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
例
の

な
い
品
質
低
下
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
の
農
作
物
も
一
部
で
収
量
の
減
、
品

質
の
低
下
な
ど
が
見
う
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
が
続
け
ば

農
作
物
の
管
理
方
法
、
品
種
等
の
変
更

も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
長
年
培
っ
て
き
た
方
法
で
農
業
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
保
全
に
努
め
た
い

も
の
で
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、昨
年
11
月
16
日
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

へ
の
日
本
の
加
入
の
意
思
が
唐
突
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
日
本
の

全
産
業
の
品
目
の
完
全
自
由
化
を
目
指

す
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
に
加
入
す
れ

ば
、
あ
ら
ゆ
る
品
物
の
関
税
が
限
り
な

く
撤
廃
さ
れ
、
外
国
か
ら
安
い
農
産
物

が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
日
本
の
農
業
は
価
格
面
で
到
底

太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
り
、そ
の
結
果
、

農
業
従
事
者
だ
け
で
な
く
多
方
面
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

特
に
本
町
の
主
要
品
目
の
米
、
牛
は

も
と
よ
り
す
べ
て
の
農
作
物
、
さ
ら

に
認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
た
専
業
農

家
、
兼
業
農
家
に
と
っ
て
は
経
営
が
成

り
立
た
な
く
な
る
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
、
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
各
農

業
団
体
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
入
反
対
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
環
境
の
中
、
本

町
の
農
業
に
お
き
ま
し
て
も
従
事
者

の
高
齢
化
、
従
事
人
口
の
減
少
、
後
継

者
不
足
等
に
よ
り
遊
休
農
地
等
が
年
々

拡
大
し
て
い
ま
す
。
荒
廃
地
が
増
え
る

と
、
病
害
虫
な
ど
の
す
み
か
と
な
っ
た

り
、
鳥
獣
害
を
受
け
や
す
く
な
っ
た

り
、
周
り
の
農
地
に
大
変
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。
最
近
で
は
熊
等
に
よ
る
人
的

被
害
も
あ
り
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
少
し
で
も
減

ら
し
安
心
し
て
農
業
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
国
に
よ
る
中
山
間
地
域
直

接
支
払
制
度
等
で
集
落
の
皆
様
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
共
同
で
草
刈
り
等
を
行

う
地
域
主
導
の
農
地
保
全
に
一
層
の
努

力
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
法
に
係
る
農

地
の
審
議
、
さ
ら
に
農
地
の
相
談
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
農
地
の
転
用

は
無
断
・
違
反
行
為
等
の
罰
則
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
必
ず
事
前
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
農
地
に
関
す
る

こ
と
は
、
地
元
の
農
業
委
員
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

本
年
も
農
業
委
員
会
一
同
、
農
業
者

の
代
表
と
し
て
精
一
杯
努
力
す
る
所
存

で
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
念
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新温泉町農業委員会長
　    川 元 勝 利
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人権感覚を磨くとともに、地域のリーダー育成をめざ
す人権セミナーの閉講式が 12 月 2 日、町民センターで
行われ、皆勤賞の受講生など 32 名に修了証が手渡され
ました。

第 6 回となる講座では、落語家の桂阿か枝さんが「落
語で知る高齢者の力」と題して、70 歳を超えて落語を
学び始めた女性の懸命な姿を紹介するなど高齢者の人権
について語りました。落語を織り交ぜた軽妙な語り口に、
笑いが絶えない学習になりました。

紙ヒコーキづくり教室
　12 月 5 日、加藤文太郎記念図書館で紙ヒコーキづく
り教室が行われ、約 20 人の小学生が手づくり紙飛行機
に挑戦しました。
　参加者は、インストラクター藤田輝美さんの指導を受
けて型紙の切り取りから始め、貼り付け、組み立てと進
め、最後に思い思いの模様や色を塗って仕上げました。
完成した飛行機は、実際に飛ばして飛距離を競いました。
尾翼や翼を折り曲げるなど微調整を行い、より遠くに飛
ばせるように工夫する子どももありました。

湯村温泉の今後を考える研究会　
　12 月 1 日、湯村温泉の今後を考える「観光活性化研
究会」（湯村温泉まちづくり協議会主催）が夢ホールで
開催され、約 120 人の観光関係者が湯村温泉を元気に
する方策について考えました。
　本町出身で旅行代理店日本旅行の丸尾和明社長が「外
から見た、湯村温泉」と題して基調講演を行い、湯村温
泉の活性化について提言。若女将の会会長や商工会長ら
4 人のパネリストと「ジオパークと湯村温泉」などにつ
いて意見交換を行いました。

　人権週間期間中の 12 月 5 日、文化会館で第 18 回近
隣文化祭が開催され、作品展示や人権アニメ上映会、バ
ザー、お茶席、舞台発表に多くの人が参加しました。地
域の交流を通じて差別の解消と人権の尊重を目指して行
われているものです。
　仲間づくりと差別解消など人権を学んでいる小中学生
は、1 年の学習成果を発表しました。「ひまわり」で学
習している中学生は、自分の手をモチーフにして手が語
りかける言葉を見事に表現していました。

人権学習の成果「語りかける手」

H23（2011）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

落語で人権セミナー閉講式
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　　　　　　　　　　　　　上山エコでジオパーク研修会

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（1月号）

あわてんぼうのサンタクロース
　まちの子育てひろば「いちごくらぶ」（濱田直子代表）
の「楽しいクリスマス会」が 12 月 2 日、文化会館で行
われ、子育て世代の親子約 40 人がひと足早いクリスマ
スを楽しみましたました。
　クリスマス会では大型絵本の読み聞かせやクリスマス
ソングの合唱、子どもの手形足形を活用したトナカイの
面作りなどが行われました。サンタクロースが登場する
と子どもたちは大はしゃぎ。手作りクッキーなどをプレ
ゼントされ、「お家にも来てね」とねだっていました。

　11 月 29 日、上山高原ふるさと館でジオパーク研修
会を開催し、約 20 人が上山高原のジオを学習しました。
　ジオパークは海岸部だけと思われがちですが、上山高
原周辺には数多くの滝があり、日本でも有数の昆虫化石
が出土する地域で、貴重なジオパークの一部です。参加
者は、上山高原の地質や歴史を改めて学習し、ジオを地
域開発に活用する方法を考えました。

　「美方大納言小豆」の栽培普及とブランド化に取り組んでいる美
方郡農業改良普及事業推進協議会が 12 月 5 日、リフレッシュパー
クゆむらで美方大納言小豆まつりを開催し、商品の紹介や直売、ぜ
んざいの試食を行いました。
　美方大納言小豆は、大粒で煮崩れしにくく風味が良いのが特徴で、

町内で 25㌶、約 200 軒の農
家が栽培に取り組んでいます。
この日は多くの人がぜんざい
に舌鼓を打っていました。

正月は美方大納言小豆でぜんざいを

　湯村温泉ポケットパークで 12 月 5 日、郷土料理や町内産の食材
を使った「あったかグルメ市」が開催され、観光客らが新温泉の山
海の味を楽しみました。
　但馬牛の牛串（夢公社）と荒湯卵入り焼きそば（商工会女性部）、
子持ちカニ汁（浜坂町漁協）、郷土料理・じゃぶ（温泉観光協会、
すずしろグループ）、朝採り野菜（照来ふれあい市）の５ブースが
観光客らを迎えました。どれも自慢の食材を使ったグルメ料理ばか
りで、「おいしい。体があったまる。」の声が聞かれました。

じゃぶが
B 級グルメに参戦？！



七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館 

新
春
イ
ベ
ン
ト

新
春
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

入
浴
者
（
２
歳
以
上
）
全
員
に
く
じ

を
引
い
て
い
た
だ
き
、
招
き
猫
が
出

た
ら
無
料
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

▼
と
き　

１
月
１
日（
土
）～
３
日（
月
）

　

振
る
舞
い
鍋  

カ
ニ
汁

　

入
浴
さ
れ
た
方
先
着
２
０
０
人
に
、

浜
坂
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
カ
ニ
を
使
っ

た
「
カ
ニ
汁
」
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
ま

す
。

▼
と
き　

１
月
10
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～

―

問
い
合
わ
せ―

　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館

　
　

℡
83
‐
１
５
２
６

但
馬
牧
場
公
園
新
春
イ
ベ
ン
ト

雑
煮
と
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い

　

雑
煮
と
ぜ
ん
ざ
い
を
そ
れ
ぞ
れ
先
着

１
０
０
名
に
無
料
で
振
る
舞
い
ま
す
。

◇
雑
煮　

　

１
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

◇
ぜ
ん
ざ
い　

　

１
月
10
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分
～

雪
上
運
動
会

　

ボ
ー
ル
運
び
競
争
、
雪
玉
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
、か
ん
じ
き
・
ソ
リ
引
き
レ
ー

ス
、
玉
入
れ
競
争
な
ど
、
雪
と
ふ
れ
あ

う
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
応
援
観
戦

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

　

1
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～

雪
だ
る
ま
コ
ン
ク
ー
ル

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
み

よ
う
。
参
加
は
無
料
。
当
日
受
付
。

▼
と
き　

　

1
月
29
日
（
土
）
～
2
月
12
日
（
土
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

　
　

℡
92
‐
２
６
４
１

H18（2006）.4.13
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.1.1

ご
案
内

広報しんおんせん（1月号）

夢ホール映画鑑賞会　　　　　　
「ハリーポッターと死の秘宝 PART1」

　　　　　　　　　　（日本語吹替版）

　「 ハ リ ー ポ ッ タ ー」
シリーズの最終章。史
上最強のファンタジー
が、ついに歴史的フィ
ナーレを迎えます。
◆とき　２月５日（土）
第１回　午後２時～
第２回　午後６時～
◆ところ　夢ホール

◆主催　新温泉町、新温泉町教育委員会
◆前売り券　高校生以上  1,000 円
　４歳～中学生  700 円、親子ペア 1,500 円
    ※ 当日券はいずれも 200 円増
　　　　　　　―問い合わせ―
　　　　温泉公民館　℡ 92 ‐ 1870

〝
雪
村
を
生
ん
だ
書
の
ま
ち

新
温
泉
〟
町
民
交
流
書
道
展

　

前
衛
書
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
躍

し
た
郷
土
の
先
人
宇
野
雪
村
を
顕
彰
す

る
と
と
も
に
、
書
道
の
普
及
を
図
る
た

め
、「
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
」
と

町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
書

作
品
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

書
道
を
志
す
町
民
の
交
流
と
親
睦
を

機
会
と
し
て
、
町
民
交
流
書
道
展
を
開

催
し
、書
作
品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き

　

１
月
15
日(

土)

～
26
日(

水)

▼
と
こ
ろ　

先
人
記
念
館
以
命
亭

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡ 

82
‐
４
４
９
０
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H23（2011）.1.1

高齢者生きがい活動支援通所事業
―1月の予定―

浜坂地域 温泉地域
社会福祉協議会 特養ゆむら

ミニデイサービス 生きがいデイサービス 高齢者いきがい活動
  6 日（木） 今岡、金屋
  7 日（金）
  9 日（日） 歌長

11日（火） 湯 1・4、
細田

12日（水）芦屋、高見、地堂、
門陀、柱松、本町

13日（木） 鐘尾

14 日（金）藤尾、正法庵、辺地、
高末、久谷 丹土、中辻

17 日（月）居組
18 日（火）久斗山、境 竹田
20 日（木）対田 高山 塩山
21 日（金）諸寄全地区、奥町、釜屋

24 日（月）旭町、泉町、京口、老松、
栄町、東町、宇都野、八幡

25日（火）二日市、福富、戸田、三谷 岸田
27 日（木） 海上 多子、切畑

28 日（金）用土、七釜、新市、
栃谷、田君

30 日（日） 前、田中

31 日（月）三尾、和田、赤崎、
田井、指杭、清富

　　　－問い合わせ－
　新温泉町社会福祉協議会浜坂支部　℡ 82 － 1071
　同　　　　　　　　　　温泉支部　℡ 92 － 1866
　デイサービスセンターゆむら　　　℡ 92 － 2520

お
知
ら
せ

県
道
浜
坂
港
浜
坂
停
車
場
線

橋
り
ょ
う
工
事
に
伴
う　

車
両
の
通
行
止
め
と　

町
民
バ
ス
「
夢
つ
ば
め
」

　

   

迂
回
運
行
に
つ
い
て

　

県
道
浜
坂
港
浜
坂
停
車
場
線
は
、
宮

谷
川
に
か
か
る
芦
屋
橋
の
橋
り
ょ
う
工

事
に
伴
い
、１
月
17
日
～
４
月
28
日（
予

定
）
の
間
、
こ
の
橋
り
ょ
う
部
が
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
は
し
お
か
ぜ
通
り
、
臨
海
線

に
よ
る
迂
回
、
自
転
車
と
歩
行
者
は
西

側
に
隣
接
す
る
小
幅
里
道
へ
の
迂
回
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
バ
ス
ル
ー

ト
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
バ
ス
迂
回
運

行
の
対
象
と
な
る
路
線
は
、
浜
坂
温
泉

線
と
居
組
線
の
浜
高
発
着
便
の
全
便
で

す
。
芦
屋
バ
ス
停
で
の
乗
降
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

道
路
整
備
課

　
　

℡
82
‐
５
６
８
７

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

   

ワ
ク
ワ
ク
元
気
券　
　

　
有
効
期
限
は
平
成
22
年

12
月
31
日
ま
で

　
    

早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

浜
坂
中
学
校
改
造
工
事
完
成
記
念

　

岸
本
悟
明
コ
ン
サ
ー
ト

　

浜
坂
中
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改

造
等
工
事
が
完
了
し
、
完
成
記
念
式
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
記
念
行
事
と
し
て
、
和
田
出
身

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
岸
本
悟
明
さ
ん

（
浜
坂
中
学
校
卒
業
生
）
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
誘
い
合
わ
せ
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

１
月
28
日(

金)

午
前
10
時
30
分
～

　
　
（
式
典
は
午
前
10
時
か
ら
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
中
学
校　

体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

学
校
総
務
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
７



年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と
持
ち
込
み　
　
　
　
　
　
　

　

12
月
30
日
（
木
）
～
１
月
３
日
（
月
）
は
休
み
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日

を
変
更
し
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

い
き
い
き
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ご
み
収

集
計
画
表
を
確
認
し
、
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

変
更
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
町
内
全
域

　

１
月
４
日
（
火
）

　
　
　

ビ
ン
類
の
収
集
は
休
み
ま
す
。

◆
浜
坂
地
域
（
全
地
区
）

　

12
月
29
日
（
水
）
燃
え
る
ご
み
収
集

　

1
月
4
日
（
火
）
燃
え
る
ご
み
収
集

◆
温
泉
地
域

◇
湯
・
細
田

　

１
月
４
日
（
火
）
燃
え
る
ご
み
収
集

◇
春
来
・
歌
長
・
高
山
・
数
久
谷
・
今

岡
金
屋
・
熊
谷
・
伊
角
・
桧
尾

　

１
月
６
日
（
木
）
ビ
ン
類
の
収
集

◇
切
畑
・
多
子
・
桐
岡
・
丹
土
・
中
辻
・

塩
山
・
飯
野

　

１
月
５
日
（
水
）
ビ
ン
類
の
収
集

◇
春
来
・
歌
長
・
高
山
・
数
久
谷
・
今

岡
金
屋
・
熊
谷
・
伊
角
・
桧
尾
・
竹
田
・

井
土
・
千
原
・
あ
さ
ひ
ヶ
丘
・
鐘
尾
・

千
谷

　

12
月
29
日
（
水
）
燃
え
る
ご
み
収
集

　

1
月
4
日
（
火
）
燃
え
る
ご
み
収
集

―

問
い
合
わ
せ―

　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所  

住
民
福
祉
課

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

　
　

℡
82
‐
１
５
７
１

縁
結
び
を
支
援　
　
　

ひ
ょ
う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

兵
庫
県
は
、
独
身
男
女
の
結
婚
を
支

援
す
る
た
め
、
但
馬
長
寿
の
郷
に
「
但

馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
相
談
員
を
配
置
し
ま
し
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◇
受
付
日
時　

火
～
土

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

は
ば
タ
ン
会
員
募
集

　

登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
会
員
同
士
の

合
意
が
得
ら
れ
た
場
合
「
お
見
合
い
」

の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
年
会
費　

３
千
円

―

問
い
合
わ
せ―

　

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

但
馬
長
寿
の
郷
内（
八
鹿
市
国
木
）

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
７
７
０
１
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日（曜） 医 師 名 専門分野
　  ４日 ( 火 ) ～ ７日 ( 金 ) 任　智美 味覚・小児難聴 兵庫医科大学耳鼻咽喉科の先生方

です。（変更がある場合はご了承
ください。）

　11 日 ( 火 ) ～ 14 日 ( 金 ) 足達　治 耳
　18 日 ( 火 ) ～ 21 日 ( 金 ) 竹林宏記 鼻
　25 日 ( 火 ) ～ 28 日 ( 金 ) 佐伯暢生 腫瘍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―問い合わせ―　公立浜坂病院　℡ 82 ‐ 1611

1 月 耳鼻咽喉科担当医表
担当する医師は耳鼻咽喉科疾患全般の診察のほかに専門分野を持っています。参考にしてください。

公立浜坂病院からのお知らせ
年末年始の外来診療は休診します

12 月 29 日（水）から 1 月 3 日（月）までは全科休診し、1 月 4 日（火）から通常どおりの診療となります。

日当直担当医表

月日（曜） 日直 当直
12 月 29 日（水） 内科 内科 ＜お願い＞

時間外の受診は、必ず電話で確認のうえ、
午後 9 時までに診療が終わるようご協力を
お願いします。

　 　 30 日（木） 内科 整形外科
　　  31 日（金） 整形外科 整形外科
1 月    1 日（土） 内科 内科
　　    2 日（日） 内科 内科
　　    3 日（月） 内科 内科
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まちの子育てひろば
ひろば名 期日 場所 内容 申込期限 申込先

浜坂まちの子育てひろば
  1月18日（火）

午前10時～
浜坂認定こども園 なかよくあそぼう   1 月 14 日（金）

浜坂認定こども園
℡ 82 - 1360

大庭まちの子育てひろば
  1月21日（金）

午前10時～
大庭認定こども園 できるかな？正月遊び   1 月 19 日（水）

大庭認定こども園
℡ 82 - 1239

諸寄まちの子育てひろば
  1月17日（月）

午前10時～
明星認定こども園 文ちゃんと絵本を楽しもう 申し込み不要

明星認定こども園
℡ 82 - 4831

いちごくらぶ
  1月20日（木）
午前10時30分～

ナカケー白川店 新年会   1 月 17 日（月）
社会福祉協議会浜坂支部
℡ 82 - 1071

チビッコサークル
  1月24日（月）

午前10時～
諸寄集落センター 親子体操 申し込み不要

社会福祉協議会浜坂支部
℡ 82 - 1071

紙ふうせん
  1月26日（水）
午前10時30分～

ふれあいセンター
ゆめっこランド

絵本の読み聞かせ 申し込み不要
社会福祉協議会温泉支部
℡ 92 - 1866

 はまさかの里
毎日（午前 10 時～午後４時）特別養護老人ホーム「はまさかの里」１階ロビーを
まちの子育てひろばとして開放しています。自由にご利用ください。

特別養護老人ホームはまさかの里
℡ 82 - 5533

　―問い合わせ―       福祉課　こども未来係   ℡ 82-5620　

子育てランド（1 月）
浜坂子育て支援センター

期　日 行事予定 集合場所
 ４日（火）わくわくあそび

浜坂子育て支援
　　センター

  5 日（水）わくわくあそび ○

  6 日（木）わくわくあそび
サークル活動（ストレッチママ）

  7 日（金）わくわくあそび・ふれあいひろば
11 日（火）お話講座（絵本の読み聞かせの会） ○
12 日（水）3 歳児ひろば（はご板づくり）

13 日（木）
わくわくあそび
サークル活動（ママサークルにこにこ）
絵本づくり 予

14 日（金）
わくわくあそび
サークル活動（ソーイングママ）
絵本づくり 予

17 日（月）祖父母と孫の日 ○

18 日（火）
わくわくあそび
サークル活動（ソーイングママ）
絵本づくり 予

19 日（水）０歳児ひろば
20 日（木）簡単おやつづくり 予
21 日（金）１歳児ひろば ○

24 日（月）わくわくあそび
絵本づくり 予

25 日（火）わくわくあそび・ふれあいひろば
絵本づくり 予

26 日（水）２歳児ひろば ○
27 日（木）１月生まれの誕生日会

28 日（金）わくわくあそび
サークル活動（ストレッチママ）

31 日（月）わくわくあそび ○
※午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分、午後のあそびは、午後 1 時～ 3 時
※ふれあいひろばは、未登録の方もご利用いただけます。

気軽に遊びに来てください。
※右欄の「予」は予約が必要です。○印は午後のあそびがあります。

―問い合わせ―
　　　　浜坂子育て支援センター　℡ 82 - 4

よ

1
い

5
こ

2
に

ふれあいセンター「ゆめっこランド」子育て支援部
期　日 時　　間 行事予定

  4 日（火）午前 9 時～午後 3 時 大きくなったかな？
  5 日（水）午前 9 時～午後 3 時 みんなで楽しく遊びましょう
  6 日（木）午前 10 時 30 分～ のびのびリズム
  7 日（金）午前 9 時～午後 3 時 正月遊び
11日（火）午前 9 時～午後 3 時 みんなで楽しく遊びましょう
12日（水）午前 10 時 30 分～ 11 時 お話の会「紙ふうせん」
13日（木）午前 10 時 30 分～ のびのびリズム
14日（金）午前 9 時～午後 3 時 リトミック
17日（月）午前 10 時 30 分～ ハンドベルの会
18日（火）午前 10 時～ ぐりとぐらの会
19日（水）午前 9 時～午後 3 時 みんなで楽しく遊びましょう
20日（木）午前 10 時 30 分～ のびのびリズム
21 日（金）午前 10 時～ まちの保健室
24 日（月）午前 10 時 30 分～ 3 歳児ひまわりグループ活動
25 日（火）午前 10 時 30 分～ 2 歳児うり坊グループ活動
26 日（水）午前 10 時 30 分～ 11 時 お話の会「紙ふうせん」

27 日（木）午前 10 時 30 分～
午前 9 時～午後 3 時

0 歳児ひよこグループ活動
のびのびリズム

28 日（金）午前 10 時 30 分～ 1 歳児いちごグループ活動
31 日（月）午前 9 時～午後 3 時 みんなで楽しく遊びましょう

　　　　　　　　　―問い合わせ―
　ふれあいセンター「ゆめっこランド」子育て支援部
　　　　　　　　　　℡ 92 - 1095
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【浜坂地域運行表】（通年　1 ～ 12 月）
毎月第２水曜日

時　　　間 対象地域 停　車　場　所
12：45 ～ 13：10 ― 浜坂東小学校
13：30 ～ 13：45 久斗山  久斗山バス停留所
13：55 ～ 14：10 境  谷岡正明様宅車庫前
14：20 ～ 14：35 藤　尾  藤尾ふれあいセンター
14：45 ～ 15：00 辺　地  水田建設倉庫前
15：10 ～ 15：25 正法庵  正法庵ふれあいセンター
15：30 ～ 15：45 高　末  高末ふれあいセンター
15：55 ～ 16：10 久　谷  久谷芸能伝承館

毎月第４水曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

13：15 ～ 13：30 福　富 福富ふれあいセンター
13：35 ～ 13：50 二日市 二日市共同作業所前
14：00 ～ 14：15 対　田 対田ふれあいセンター
14：25 ～ 14：40 和　田  和田ふれあいセンター
14：50 ～ 15：05 赤　崎  赤崎ふれあいセンター
15：15 ～ 15：30 三　尾  御火浦コミュニティセンター
15：50 ～ 16：05 田　井  田井ふれあいセンター
16：10 ～ 16：25 指　杭  宮階司様宅横駐車場

【温泉地域運行表】（冬季　１～ 3 月）

毎月第２金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

12：45 ～ 13：15 ―  照来小学校
13：25 ～ 13：40 多　子  宮脇勝幸様宅横広場
13：50 ～ 14：05 桐　岡  照来診療所
14：15 ～ 14：30 丹　土  丹土バス停付近
14：40 ～ 14：55 中　辻  中辻公民館
15：10 ～ 15：25 塩　山  塩山公民館
15：35 ～ 15：50 飯　野  飯野公民館

毎月第４金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

12：50 ～ 13：20 石橋・海上  奥八田小学校
13：35 ～ 14：50 青下・岸田・

田中・霧滝
 岸田出張診療所前

15：05 ～ 15：20 前  前バス停付近
15：35 ～ 15：50 内山・越坂・

千谷・宮脇
 八田コミュニティセンター 

移動図書館車「ささゆり号」の巡回場所・時間の変更

※雪の状況によっては運行を取りやめる場合があ
ります。（大雪・強風などの警報が発令された場合
は運行中止）告知放送でお知らせします。
▼問い合わせ
　　加藤文太郎記念図書館℡ 82 ‐ 5251

 

新
成
人
の
皆
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
に
も
年

金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の

「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年

金
制
度
で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
。

◆
義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

◆
加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
１
号
被

保
険
者
と
な
る
方
は
、
役
場
で
直
接
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
で
あ
る
第

２
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
で
あ

る
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先

の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す

の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
の
場
合
、「
学
生
納
付

特
例
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」、「
保

険
料
免
除
」
な
ど
、
保
険
料
の
支
払
い

を
猶
予
も
し
く
は
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
加
入
の

手
続
き
と
あ
わ
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
健
康

課
か
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
、
最

寄
り
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

確
定
申
告
説
明
会

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
書
き
方
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
個
別
相
談
や
確
定

申
告
書
の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
と
き　

　

１
月
28
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
（
豊
岡
駅
前　

ア
イ
テ
ィ
７
階
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
税
務
署　

個
人
課
税
第
１
部
門

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
４
４
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【広告】

募　

集

井土団地（公営住宅）
所  在  地 井土 614 番地の１

住戸タイプ 鉄筋コンクリート造 4 階建
３ＬＤＫ　専用面積 74㎡

募集戸数 １戸（335 号）
駐 車 場 無料（2 台目 4,000 円 / 月）

家賃（月額） 24,000 ～ 35,700円
 （収入に応じて決定）

施設設備 上下水道、ケーブルテレビ

入居資格等
家族構成、所得基準など、
入居に関する基準が ありま
す。詳しくはお問い合わせ
ください。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
応
募
期
限　

１
月
７
日
（
金
）

▼
入
居
可
能
予
定
日　

１
月
26
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
都
市
整
備
係

　
　

℡
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所

　
　

産
業
建
設
課　

℡
92
‐
１
１
３
１

　

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
有
権

者
が
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
た

名
簿
登
載
申
請
書
を
１
月
10
日
（
月
）

ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
、
農

業
委
員
会
の
審
査
後
、
選
挙
管
理
委
員

会
が
名
簿
を
調
製
し
ま
す
。
名
簿
は
２

月
23
日
か
ら
15
日
間
縦
覧
に
供
さ
れ
た

後
、
３
月
31
日
に
確
定
し
、
そ
の
名
簿

▼
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

　

申
請
書
用
紙
は
各
農
会
長
を
通
じ
て

配
布
、
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
１
月
６
日
（
木
）
ま
で
に
農
会

長
に
提
出
し
て
く
さ
だ
い
。

▼
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
条
件

　

１
月
１
日
現
在
、
新
温
泉
町
に
住
所

を
有
す
る
満
20
歳
以
上
の
方
（
３
月
31

日
ま
で
に
満
20
歳
に
な
る
方
も
含
む
）

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

1 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
方
（
農
業
経
営
主
）

2 
①
の
農
業
経
営
主
と
同
居
の
親
族

ま
た
は
配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上

農
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

3 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

　

社
員
ま
た
は
株
主
で
年
間
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

※
耕
作
面
積
は
、実
際
に
農
地
と
し
て
、

　

所
有
権
・
賃
借
権
・
使
用
貸
借
権
に

基
づ
い
て
管
理
し
て
い
る
面
積
を
い

い
ま
す
。
農
業
従
事
日
数
は
何
時
間

を
も
っ
て
１
日
と
す
る
か
は
特
に
規

定
が
な
い
の
で
、
地
域
の
実
情
に
よ

る
判
断
と
な
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

申
請
者
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
調
製

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
申
請
書
の

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
た
と
え
実
態

と
し
て
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
、
投
票
や

リ
コ
ー
ル
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
が
必
要
で
す

が
翌
年
の
３
月
30
日
ま
で
据
え
置
か
れ

ま
す
。

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

　

浜
坂
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
及
び
ご

み
処
理
場
（
北
但
ご
み
処
理
施
設
）
の

変
更
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間　

　

１
月
５
日
（
水
）
～
19
日
（
水
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
縦
覧
場
所　

建
設
課

◆
意
見
書
の
提
出

◇
こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

町
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
新
温
泉

町
長
宛
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
提
出
期
間　

縦
覧
期
間
中

◇
提
出
先　

建
設
課

◆
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５
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くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
23
年
度
障
害
者
訓
練
生
募
集

▼
対
象
者　

身
体
障
が
い
者

▼
募
集
科
目　

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

　
（
以
上
1
年
制
）　

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

事
務
科
（
６
ヵ
月
制
）

▼
応
募
期
限　

１
月
18
日
（
火
）

▼
選
考
日　

２
月
２
日
（
水
）

県
立
山
の
学
校　
　
　

平
成
23
年
度
生
徒
募
集

　

自
然
の
中
で
の
体
験
活
動
と
寮
で
の

共
同
生
活
を
通
し
て
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
を
培
い
、
進
路
実
現
に
向
け
て

支
援
し
ま
す
。

▼
対
象　

義
務
教
育
を
修
了
し
、
寮
で

の
共
同
生
活
や
体
験
活
動
が
で
き
る

15
歳
か
ら
20
歳
ま
で
（
平
成
23
年
4

月
1
日
現
在
）
の
男
子

▼
修
学
期
間　

1
年
間
の
全
寮
制

▼
募
集
期
間　

　

２
月
４
日
（
金
）
～
18
日
（
金
）

▼
選
考
試
験　

２
月
25
日
（
金
）

▼
費
用　

授
業
料
は
無
料
。

　

入
学
時
納
付
金
、
月
納
金
な
ど
実
費

相
当
額
が
必
要

▼
問
い
合
わ
せ　

　

県
立
山
の
学
校
（
宍
粟
市
山
崎
町
）

   

℡
（
０
７
９
０
）
62
‐
８
０
８
８　

▼
費
用　

授
業
料
は
無
料
。

（
た
だ
し
、
教
科
書
代
等
は
自
己
負
担
）

　

寮
設
備
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ　

国
立
県
営 

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
（
伊
丹
市
東
有
岡
４
丁
目
８
）

   

℡
（
０
７
２
）
７
８
２
‐
３
２
１
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
７

第
１
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

　
　
（
寄
せ
植
え
）
教
室

　

ラ
ン
鉢
の
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
プ
ラ
ン
タ
ー
、
花
代
）

▼
応
募
締
切　

１
月
７
日
（
金
）

　

第
２
回
は
２
月
20
日
（
日
）
を
予
定

▼
問
い
合
わ
せ　

花
と
み
ど
り
の
は
ま
さ
か
づ
く
り
推
進

協
議
会
事
務
局（
農
林
水
産
課
林
務
係
）

　

℡
82
‐
５
６
２
６

第
３
回
町
ス
キ
ー
競
技
大
会

　

ス
キ
ー
競
技
を
通
じ
て
体
力
づ
く
り

や
技
術
の
向
上
、
仲
間
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

▼
と
き　

１
月
30
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

但
馬
牧
場
公
園
ス
キ
ー
場

▼
部
門　

①
大
回
転
の
部
（
８
部
門　

一
般
男
女
・
小
中
学
生
男
女
）

②
滑
降
の
部（
４
部
門　

小
学
生
男
女
）

▼
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

▼
参
加
料　

３
０
０
円

▼
応
募
期
限　

１
月
21
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
分
室

   

℡
92
‐
１
８
７
０

第
11
回
夢
ホ
ー
ル
歌
声
広
場

　

演
歌
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
懐
か
し
い

曲
か
ら
今
流
行
し
て
い
る
曲
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

　

予
選　

２
月
27
日
（
日
）　　
　
　

　

決
勝　

３
月
６
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
募
集
人
員　

80
名

▼
参
加
料　

３
０
０
０
円

▼
応
募
期
限　

１
月
14
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
、
参

加
料
と
返
信
用
は
が
き
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ　

同
ク
ラ
ブ

  （
温
泉
公
民
館
内
）
℡
92
‐
１
８
７
０
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日 時　　間 行　事　名 会　　場 担 当 課
4日（火）午前8時30分～午後5時 トールペイント作品展（～ 1/12） 先人記念館「以命亭」 社会教育課
8日（土）午前7時30分～ 9時 味原川清掃作業 県道白川橋下流付近 建設課

午前8時30分～午後1時 青少年新春かるた大会 夢ホール 温泉公民館
9日（日）午前10時30分～ 11時30分 おぞうにのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課

午後1時～ 新温泉町ふるさとの成人式 夢ホール 社会教育課
10日（月）午前10時30分～ 11時30分 ぜんざいのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課
13日（木）午前8時～正午 浜坂温泉排泥 浜坂地区 上下水道課

午前8時30分～ 9時 トレー・牛乳パック回収日 新温泉町商工会館 町民課
午前8時30分～ 9時30分 ねこの引取日 役場庁舎裏駐車場 町民課
午前9時30分～正午 宇都野学園大学院講座 浜坂多目的集会施設 浜坂公民館

15日（土）午前8時30分～午後5時 町民交流書道展（～ 1/26） 先人記念館「以命亭」 社会教育課
午前9時～午後5時 新温泉町新春書き初め展（～ 1/16） 浜坂多目的集会施設 浜坂公民館
午前9時～午後5時 新温泉町子ども会年賀はがきコンクール展（～ 1/16）浜坂多目的集会施設 浜坂公民館
午前10時～正午 スキー教室 県立但馬牧場公園 牧場公園課

18日（火）午後1時30分～ 3時30分 女性教養講座 美方広域消防本部 浜坂公民館
22日（土）午前10時～正午 スキー教室 県立但馬牧場公園 牧場公園課
23日（日）午前8時30分～ 3時30分 新温泉町子ども会交流卓球大会 健康公園体育館 浜坂公民館

午前8時30分～ 3時30分 新温泉町子ども会年賀はがきコンクール展 健康公園体育館 浜坂公民館
午前9時～午後4時 かんじき作りと鳴滝ハイキング 上山高原ふるさと館 商工観光課
午前10時～正午 第16回雪上運動会 県立但馬牧場公園 牧場公園課

29日（土）午前8時30分～午後5時 但馬の巨樹巨木写真展（～ 2/9） 先人記念館「以命亭」 社会教育課
午前9時～午後3時 雪だるまコンクール（～ 2/12） 県立但馬牧場公園 牧場公園課

30日（日）午前8時50分～午後1時 第3回新温泉町スキー競技大会 但馬牧場公園スキー場 教育委員会分室

1 月の行事予定

各　種　相　談
行
政
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月  5日（水） 午前9時～ 11時30分 町民センター
 町内全域を対象

  温泉総合支所　振興課
  TEL  92-1131（代）

1月19日（水） 午前9時～ 11時30分 サンシーホール浜坂   総務課　行政係
  TEL  82-3111

人
権
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月  5日（水） 午前9時～ 11時30分
文化会館  浜坂地域を対象   総務課　人権推進室

  TEL  82-3328町民センター  温泉地域を対象

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ
1月  5日（水）
1月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター

「すこやか～に」
 町内全域を対象

  社会福祉協議会　温泉支部
  TEL  92-1866

1月12日（水）
1月26日（水） 午後1時30分～ 4時 役場   社会福祉協議会　浜坂支部

  TEL  82-1071

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 内容 問い合わせ

1月  8日（土） 午後1時～ 4時 香住文化会館  司法書士による
 法律相談。予約制

  兵庫県司法書士会但馬支部
  TEL（079）676-3368

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

1月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」  温泉地域を対象  社会福祉協議会　温泉支部

 TEL  92-1866

1月20日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市）  浜坂地域を対象  社会福祉協議会　浜坂支部

 TEL  82-1071




